
郷
土
の
偉
人
小
野
田
寛
郎
氏

　

ふ
る
さ
と
の
偉
人
を
１
人
挙
げ
れ
ば
、
小お

の

だ
野
田

寛ひ
ろ
お郎

元
大
日
本
帝
国
陸
軍
少
尉
。
私
が
卒
業
し
た

内
海
小
学
校
、
海
南
高
等
学
校
（
小
野
田
さ
ん
は

旧
制
中
学
）
の
29
歳
年
長
の
先
輩
で
す
。
小
野
田

さ
ん
の
生
家
と
拙
宅
と
は
１
２
０
ｍ
の
距
離
。
戦

後
、
隣
家
で
小
野
田
さ
ん
の
次
兄
や
弟
さ
ん
が
電

気
屋
を
し
て
い
た
と
、
小
野
田
さ
ん
よ
り
一
つ
年

下
の
両
親
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

小
野
田
さ
ん
は
健
在
で
あ
れ
ば
１
０
０
歳
。
大

正
11
年
３
月
19
日
海
南
市
名
高
に
生
ま
れ
、
大
東

亜
戦
争
に
従
軍
し
、
最
前
線
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル

バ
ン
グ
島
に
派
遣
さ
れ
、
終
戦
を
知
ら
さ
れ
ず
に

30
年
近
く
、
最
後
の
一
兵
に
な
る
ま
で
戦
い
抜

く
。
帰
国
後
は
単
身
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
未
開
の

荒
野
を
開
拓
し
て
立
派
な
牧
場
主
と
な
っ
た
一

方
、
日
本
で
は
福
島
県
に「
小
野
田
自
然
塾
」を
開

き
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
26

年
１
月
16
日
に
91
歳
で
ご
逝
去
。
私
は
２
度
、
80

代
の
小
野
田
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
運
動
量

に
応
じ
た
だ
け
の
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
少
量
の
食
が

モ
ッ
ト
ー
。
小
柄
で
階
段
を
２
段
ず
つ
駆
け
上

が
っ
て
こ
ら
れ
た
姿
、
80
代
と
は
思
え
ぬ
足
腰
の

強
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
唾
を
唇
に
た
め
な
が

ら
の
誠
実
な
お
話
。
し
か
し
、
時
折
、
眼
光
鋭
く

ム
キ
に
な
っ
た
よ
う
に
話
さ
れ
る
顔
に
迫
力
を
感

じ
、
親
子
の
よ
う
な
私
に
、
何
を
話
し
て
も
思
い

が
伝
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
。

私
の
思
い
出 

（
小
学
校
か
ら
大
学
院
修
士
ま
で
）

　

昭
和
32
年
、
私
が
小
学
校
入
学
直
後
の
梅
雨
、

父
が
国
鉄
の
夜
間
仕
事
で
雨
に
打
た
れ
急
性
肺
炎

で
倒
れ
、
家
の
２
階
で
寝
て
い
ま
し
た
。
私
は
父

が
心
配
で
学
校
へ
行
か
ず
家
に
居
た
ら
、
和
歌
山

市
の
紀き
み
い
で
ら

三
井
寺
か
ら
路
面
電
車
で
通
勤
し
て
い
た

南
校
長
先
生
が
、
停
留
場
そ
ば
の
私
の
家
ま
で
誘

い
に
来
て
く
れ
、
一
緒
に
学
校
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
父
は
回
復
す
る
と
改
装
さ
れ
た
映
画

館
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
の
ど
か
な
時

代
で
し
た
。

　

小
学
２
年
生
の
時
に
は
長
嶋
茂
雄
さ
ん
が
巨
人

に
入
団
。
後
楽
園
球
場
の
開
催
試
合
年
間
入
場
者

数
が
１
０
０
万
人
か
ら
２
０
０
万
人
に
倍
増
、
球

場
建
て
替
え
。
草
野
球
の
子
ど
も
た
ち
は
ほ
ぼ
背

番
号
３
を
付
け
て
い
ま
し
た
。
３
年
生
の
４
月
10

日
、
皇
太
子
殿
下（
現
上
皇
陛
下
）の
結
婚
式
が
あ

り
、
父
が
質
屋
か
ら
白
黒
テ
レ
ビ
を
借
り
て
き

て
、
ご
近
所
が
集
ま
っ
て
挙
式
パ
レ
ー
ド
を
見
ま

し
た
。
昭
和
34
年
当
時
の
流
行
歌
、
低
音
の
魅
力

フ
ラ
ン
ク
永
井
の
歌
、
ペ
ギ
ー
葉
山
の
南
国
土
佐

を
後
に
し
て
、
民
謡
の
高
音
三
橋
美
智
也
の
歌
、

今
で
も
歌
え
ま
す
。
父
が
歌
好
き
で
母
は
三
味
線

を
弾
け
ま
し
た
。
隣
が
酒
屋
で
家
で
は
よ
く
飲
み

会
が
開
宴
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
２
年
生
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
見
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

大
学
卒
業
の
直
前
、
昭
和
48
年
２
月
25
日
東
京

駅
丸
の
内
南
口
で
、
７
年
ぶ
り
に
市
原
市
の
五ご

い井

製
油
所
勤
務
の
海
南
三
中
同
級
生
の
女
の
子
に
再

会
し
ま
し
た
。
後
日
、
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館

の
モ
ナ
・
リ
ザ
展
を
一
緒
に
鑑
賞
。
あ
ま
り
の
人

混
み
で
初
め
て
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
当
時
は
世

田
谷
区
成せ
い
じ
ょ
う
城
２
丁
目
の
木
賃
ア
パ
ー
ト
の
２
階

に
、
ま
さ
に
か
ぐ
や
姫
の「
神
田
川
」の
世
界
。
昭

和
50
年
に
修
士
課
程
修
了
し
帰
郷
、
程
な
く
結
婚
。

そ
の
頃
小
野
田
さ
ん
は

　

陸
軍
中
野
学
校
で
情
報
要
員
と
し
て
教
育
を
受

け
た
後
、
玉
砕
は
絶
対
に
許
さ
ん
、
必
ず
迎
え
に

行
く
と
横
山
静
雄
師
団
長
直
々
の
ゲ
リ
ラ
戦
を
指

（左から）町江夫人、寛郎氏、筆者、小野田宇賀部（おこべ）神社宮司
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思い出を重ね合わせて…
海
かいなん
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巳



導
せ
よ
と
の
命
令
を
受
け
、
淡
路
島
の
半
分
く
ら

い
の
広
さ
で
人
口
約
１
万
３
０
０
０
人
の
ル
バ
ン

グ
島
に
渡
り
、
孤
立
無
援
の
中
、
保
健
衛
生
の
知

識
を
持
ち
つ
つ
野
性
生
活
の
知
恵
も
磨
き
、
29
年

３
カ
月
の
間
に
93
回
討
伐
隊
と
遭
遇
し
、
最
後
は

１
人
に
な
っ
て
も
闘
い
続
け
ま
し
た
。
情
報
は
か

な
り
把
握
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
軍
事
用
語

の
不
正
確
な
表
現
の
投
降
呼
び
掛
け
や
ビ
ラ
な
ど

を
ニ
セ
と
錯
覚
し
続
け
ま
し
た
。
昭
和
34
年
、
母

校
の
小
学
３
年
生
の
私
は
、
国
の
捜
索
隊
に
作
文

を
託
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
小
学
校
挙
げ
て

の
作
文
で
し
た
の
で
、
ク
ラ
ス
皆
で
訳
の
分
か
ら
ぬ

ま
ま
に「
出
て
来
て
く
だ
さ
い
…
」と
書
き
ま
し
た
。

　

在
京
時
の
私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
昭
和
49
年
２

月
下
旬
、
東
京
タ
イ
ム
ズ
が
、
私
と
歳
が
近
い
冒

険
家
鈴
木
青
年
と
小
野
田
さ
ん
と
の
写
真
を
ス
ッ

パ
抜
い
た
の
で
大
騒
ぎ
と
な
り
、
小
野
田
さ
ん
は

や
っ
ぱ
り
生
き
て
い
た
ん
だ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

海
南
市
は
「
全
国
第
２
位
鈴
木
姓
発
祥
の

地
」
で
す
。
鈴
木
青
年
の
名
は
「
紀
夫
」。
紀

州
和
歌
山
の「
紀
」を
名
前
に
持
つ「
鈴
木
」さ

ん
が
命
が
け
で
小
野
田
さ
ん
を
発
見
し
た
の

は
、
何
か
大
き
な
縁
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
帰
国
し
て
か
ら
も
大
騒
動
と
な
り

ま
し
た
。
田
中
角
栄
首
相
か
ら
の
１
０
０
万

円
を
靖や
す
く
に国

神
社
へ
寄
付
、
平
和
ぼ
け
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
時
代
を
経
て
、
能
天
気

さ
に
あ
き
れ
、
厚
生
省
前
で
腹
を
切
る
と
騒

い
で
病
院
を
飛
び
出
し
、
最
後
の
部
下
の
島

田
・
小
塚
両
氏
の
故
郷
へ
墓
参
し
、
老
い
た

両
親
の
待
つ
海
南
市
へ
戻
る
も
落
ち
着
か

ず
、
昭
和
50
年
４
月
上
旬
、
次
兄
の
居
る
ブ

ラ
ジ
ル
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

「
笑
う
」を
大
切
に

　

ル
バ
ン
グ
島
30
年
の
体
験
か
ら
小
野
田

さ
ん
は
次
の
よ
う
な
言

葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
最
大
な
る
味
方
は
『
笑

う
』『
笑
う
門
に
は
福
来

た
る
』と
い
う
。
私
は
こ

の『
笑
う
』こ
と
で
助
け

ら
れ
た
。
慰
め
も
、
励

ま
し
も
、
弱
気
に
な
る

時
、
な
っ
た
時
、
支
え

に
な
る
。
し
か
し
、
そ

れ
以
上
に
私
の
味
方
に

な
っ
て
く
れ
た
の
は
、

『
笑
う
』
こ
と
だ
っ
た
。『
笑
う
』
こ
れ
だ
け
で
な
え

た
心
が
鼓
舞
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。『
笑
う
』そ
れ
は
、

神
、
降
臨
の
光
な
の
か
も
し
れ
な
い
」

　

私
も
笑
う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
家
族
で
な
ん

ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
へ
足
を
運
び
、
大
笑
い
し
ま
し

た
。
笑
う
と
前
向
き
に
な
り
、
幸
せ
に
な
れ
ま

す
。
小
野
田
さ
ん
も
大
切
に
さ
れ
た
「
笑
う
」
こ

と
。
い
つ
の
世
も
同
じ
で
す
が
、
先
行
き
不
透
明

で
不
安
が
大
き
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ「
笑
う
」こ
と

が
大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
す
る
た

め
に
、
微
力
で
す
が
今
後
も
市
政
に
全
力
投
球
し

ま
す
。

ふるさと納税などを原資に復元進む鈴木屋敷と筆者
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